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震災罹災者への給食慰問風景（いわき市内）

渡辺　忠夫
　○東日本大地震と町の防災対策
　○生活道路に関わる速度規制とめいわく駐車
　○松伏町土地開発公社の土地と松伏町

荘子　敏一
　○町内中学校の学力の現状
　○基礎学力の向上を目指すアクションプラン
　○個に応じ、個を生かしたアクションプラン

福井　和義
　○東日本大震災による町内の被害状況と対応は
　○住宅用火災警報器の普及を

広沢　文隆
　○みんなから喜ばれる「配食サービス」の実施を
　○国の農業に壊滅的な打撃を与えるＴＰＰから、町の　
　　農業を、どう守るのか
　○必要な人に行き届く就学援助を

南田　和実
　○安全安心なまちづくり
　○節電対策

山﨑　善弘
　○東日本大震災に伴う町内の地殻変動状況とその対応

堀越　利雄
　○教育活動の情報通信
　○東日本大震災後の当町の経済と文化活動

山崎　正義
　○生活道路の整備は
　○町営グランドのトイレ整備は
　○町の防災対策は

佐藤　永子
　○暮らし満足度一番の町づくり
　○越谷市・吉川市との合併
　○健康づくりと予防対策

佐々木　ひろ子
　○被災者支援システムの導入を
　○災害時の情報伝達システムの構築を
　○高齢者福祉対策

吉田　俊一
　○福島第一原子力発電所事故による放射能飛散
　○大規模災害時に心配される公的ネットワークの維持
　○次期・介護保険計画の策定

質　問　の　主　題 11人の議員が町政を問う

問　
町
の
防
災
組
織
は
東
日
本
地
震
の
教

訓
か
ら
安
心
安
全
の
町
づ
く
り
の
た
め
地

域
密
着
型
組
織
は
不
可
欠
、
万
全
か
。

答
　
総
務
課
長　
地
域
防
災
組
織
率
43.7
％
。

今
後
新
た
な
組
織
の
結
成
を
自
治
会
に
働

き
か
け
、
防
災
力
向
上
の
た
め
自
主
防
災

組
織
へ
の
防
災
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
行

う
。

問　
自
家
発
電
機
の
設
置
は
万
全
か
。

答
　
総
務
課
長　
役
場
庁
舎
に
設
置
。
18

ヶ
所
の
避
難
所
に
は
不
足
す
る
。
ポ
ー
タ

ブ
ル
発
電
機
を
今
後
レ
ン
タ
ル
会
社
と
の

協
定
を
活
用
し
順
次
設
置
。
避
難
所
運
営

に
支
障
が
無
い
よ
う
充
実
に
努
め
る
。

問　
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
に
問
題
な
い

か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
長
　
ポ
ン
プ
場

は
昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に
よ
る

新
耐
震
基
準
に
基
づ
き
整
備
し
た
。
今
後

被
災
地
に
学
び
調
査
検
討
し
順
次
安
全
性

確
保
に
努
め
る
。

問　
松
伏
総
合
運
動
公
園
付
近
の
路
駐
は

迷
惑
。
駐
車
場
の
増
設
は
必
要
不
可
欠
だ
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
長
　
所
定
の
駐

車
場
に
誘
導
案
内
し
て
い
る
が
、
解
消
に

向
け
新
設
を
含
め
た
調
査
研
究
を
し
て
い

く
。

問　
不
良
資
産
は
町
財
政
逼
迫
の
原
因
だ
。

答
　
企
画
財
政
課
長
　
計
画
的
な
行
財
政

運
営
と
効
率
を
見
極
め
、
町
の
未
来
に
持

ち
越
さ
な
い
よ
う
処
理
し
て
き
た
が
、
引

き
続
き
住
民
理
解
を
求
め
解
消
に
努
め
て

い
く
。

震
災
の
教
訓
を
受
け
防
災
対
策
の
充
実

町
の
防
災
対
策
は
万
全
か

A Q　渡
辺
た
だ
お（
新
自
民
ク
ラ
ブ
）
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問　
学
力
向
上
の
成
果
は
期
待
通
り
か
。

答
　
教
育
総
務
課
長　
各
学
校
と
も
成
果

を
あ
げ
て
い
る
が
、
テ
ス
ト
の
数
値
は
向

上
し
て
な
い
。

問　
学
校
関
係
者
の
評
価
は
ど
う
か
。

答
　
教
育
総
務
課
長　
学
校
関
係
者
評
価

は
、
学
校
の
格
付
け
や
、
個
々
の
教
員
を

評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問　
学
力
レ
ベ
ル
の
現
状
を
開
示
せ
よ
。

答
　
教
育
総
務
課
長　
県
下
全
市
町
で
実

施
し
て
い
る
テ
ス
ト
結
果
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
各
学
校
で

も
、
実
情
は
知
ら
せ
て
い
る
。

問　
進
学
先
を
見
る
限
り
、
学
力
は
下
位

で
は
な
い
の
か
。

答
　
教
育
総
務
課
長　
進
路
先
の
結
果
を

比
較
す
る
と
高
く
な
い
。

問　
学
力
向
上
を
妨
げ
て
い
る
課
題
の
分

析
と
解
決
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
教
育
総
務
課
長　
第
一
に
「
授
業
の

工
夫
・
改
善
」
で
あ
る
。

問　
授
業
の
改
善
は
、
教
員
の
熱
意
と
指

導
力
で
大
き
な
差
が
出
る
。
進
学
先
を
ど

の
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
の
か
。
客
観
的
な

数
値
目
標
を
示
せ
。

答
　
教
育
総
務
課
長　
県
公
立
高
校
の
入

試
制
度
が
変
わ
る
の
で
、
昨
年
度
と
の
比

較
や
客
観
的
な
数
値
は
示
せ
な
い
。

問　
求
め
る
成
果
が
あ
い
ま
い
で
は
、
学

力
向
上
の
取
り
組
み
を
信
頼
で
き
な
い
。

答
　
教
育
長　
新
た
な
制
度
の
も
と
で
注

視
す
る
。

客
観
的
な
数
値
は
示
せ
な
い

学
力
向
上
の
数
値
目
標
を
示
せ

A Q

  

荘
子
と
し
か
ず（
新
自
民
ク
ラ
ブ
）

平成23年3月卒業生の難関校別進学先
偏差値は民間企業が提示している数値を参考にしました

進学先・国公立高校（偏差値） 松伏町立
松伏中

松伏町立
第２中

さいたま
市立
Ａ中

お茶の水女子大付属（75）、
浦和（73）、大宮（71）、

浦和第一女子（71）、川越（71）
１人 ３人 ３０人

春日部（69）、市立浦和（69）
越谷北（67）、蕨（66） ２人 ５人 １７人

川口北（64）、熊谷女子（64）
浦和西（64）、春日部東（61）、

越ケ谷（61）
４人 １１人 ７人

合　計（Ａ） ７人 １９人 ５４人

卒業生総数（Ｂ） １３３人 ２２４人 ２４４人

比率％（Ａ／Ｂ） ５．２％ ８．４％ ２２．１％

　
福
井
　
和
義
（
新
政
ク
ラ
ブ
）

問　
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
、
三
陸
沖

を
震
源
と
す
る
国
内
観
測
史
上
最
大
の
巨

大
地
震
が
発
生
し
た
。
大
津
波
は
東
北
地

方
の
太
平
洋
沿
岸
部
へ
押
し
寄
せ
、
住
民

の
生
活
の
場
を
破
壊
し
た
。

　
ま
た
、
大
津
波
で
、
東
京
電
力
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
が
被
災
し
、
放
射
性
物

質
が
飛
散
し
て
、
被
害
は
未
曾
有
の
規
模

に
拡
大
し
て
い
る
。

　
町
内
で
も
屋
根
瓦
の
破
損
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
転
倒
等
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
町

内
の
被
害
状
況
と
対
応
は
。

答
　
総
務
課
長　
屋
根
瓦
の
破
損
が
大
部

分
を
し
め
、
そ
の
件
数
は
167
件
だ
っ
た
。

問　
小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
状
況
は
。

答
　
教
育
総
務
課
長　
校
舎
等
の
建
築
物

21
棟
の
う
ち
、
耐
震
補
強
未
実
施
の
建
物

は
2
棟
。
耐
震
率
は
95
％
で
県
内
上
位
に

あ
る
。
ま
た
、
今
年
度
、
金
杉
小
学
校
体

育
館
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
工
事
を

計
画
し
て
い
る
。

問　
火
災
死
亡
の
約
6
割
が
逃
げ
遅
れ
で

あ
る
。人
は
、テ
レ
ビ
に
熱
中
し
て
い
た
り
、

就
寝
中
だ
っ
た
り
す
る
と
火
災
の
発
生
に

気
づ
く
の
が
遅
れ
が
ち
に
な
る
。
そ
こ
で

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
住
宅
用
火
災
警

報
器
で
あ
る
。
住
宅
用
火
災
警
報
機
の
普

及
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
総
務
課
長　
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
広
報
等
で
周
知
し

て
い
る
。

屋
根
瓦
の
破
損
が
167
件

町
内
の
被
害
状
況
と
対
応
は

A Q

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
を

震度5で壊れた屋根瓦（松伏町内）



まつぶし議会だより　第 74号／平成 23年 7月 28日／／／　4
宮城県仙台空港駅付近　5/27

　
広
沢
　
文
隆
（
日
本
共
産
党
）

問　
今
回
の
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
の
開
始

は
喜
ば
し
い
。

　
平
成
17
年
度
末
、
廃
止
が
提
案
さ
れ
た

時
、
私
は
改
善
し
て
制
度
を
残
す
よ
う
求

め
た
。
廃
止
後
も
実
施
自
治
体
を
訪
ね
調

査
し
、
町
で
取
組
め
る
や
り
方
を
議
会
で

提
案
し
て
き
た
。

　

廃
止
し
た
代
替
の
「
食
の
自
立
支
援
」

の
事
業
は
、
不
評
で
利
用
者
も
激
減
し
て

行
き
詰
っ
た
。

　
今
回
は
、 

週
5
日
、
年
間
約
250
日
の
昼
食

だ
。
前
回
は
、
年
末
年
始
だ
け
の
休
止
で

年
間
約
360
日
の
利
用
が
で
き
、
温
か
い
夕

食
が
運
ば
れ
た
。
今
後
、
利
用
者
の
要
望

を
取
り
入
れ
る
の
か
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　

数
ヶ
月
後
に
、

利
用
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
す
る
。

問　
「
高
齢
者
の
福
祉
事
業
」
だ
が
、
対
象

か
ら
外
れ
る
人
も
出
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　
町
長
が
、「
準
ず

る
」
と
認
め
れ
ば
対
象
に
な
る
。

問　

近
隣
は
65
歳
以
下
の
「
日
中
独
居
」

や
「
障
害
者
」
も
利
用
し
て
い
る
。
町
も

対
象
に
で
き
な
い
の
か
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　
介
護
保
険
の
事

業
で
あ
り
、
対
象
と
し
て
い
な
い
。

答　
福
祉
健
康
課
長
　
近
隣
4
市
に
、
福

祉
事
業
「
障
害
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
で

同
じ
食
事
を
届
け
る
制
度
は
、
あ
っ
て
も

利
用
者
が
少
な
い
。
利
用
の
多
い
草
加
市

で
24
世
帯
。
町
も
実
施
で
き
る
か
、
検
討

す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
を
調
査
す
る

み
ん
な
喜
ぶ
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
を

A Q

問　
防
災
計
画
は
最
悪
の
事
態
を
想
定
し

て
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
現
防
災
計
画
で

住
民
の
生
命
・
財
産
が
守
ら
れ
る
の
か
。

答
　
総
務
課
長
　
放
射
能
・
大
規
模
停
電

対
策
が
必
要
で
あ
り
、
国
、
県
の
基
本
的

な
考
え
を
受
け
て
見
直
し
を
し
て
い
く
。

問　
大
地
震
が
起
き
た
時
、
低
学
年
は
下

校
中
で
あ
り
学
校
に
い
た
児
童
は
集
団
下

校
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
両
親
の
不
在
の

家
庭
も
多
く
保
護
者
が
迎
え
に
来
て
か
ら

帰
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
教
育
総
務
課
長　
連
絡
が
取
れ
な
い
、

帰
れ
な
い
保
護
者
が
い
る
の
で
保
護
者
へ

の
引
き
渡
し
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
夏
の
電
力
不
足
に
対
し
、
各
自
治
体

は
様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
る
。
本
町
の

対
応
は
、
さ
ら
に
消
費
電
力
の
少
な
い
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
切
換
え
、
ま
た
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
設
置
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
企
画
財
政
課
長　

国
の
示
さ
れ
た

15
％
電
力
削
減
を
達
成
し
て
い
き
た
い
。

防
犯
灯
を
１
基
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
替
え
る
の
に

6
万
円
か
か
る
の
で
順
次
取
替
え
て
い
く
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
安
価
で
取
り
組
み
や
す

く
、
環
境
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
庁

西
側
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
28
本
植
え
た
。
今

後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

積
極
的
に
検
討
し
て
い
く

町
民
を
守
る
た
め
に
姉
妹
交
流
を

A Q　南
田
　
和
実
（
公
明
党
）

各
学
校
に
適
し
た
学
校
防
災
計
画
を

本
町
の
具
体
的
な
節
電
対
策
は
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問　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
松

伏
町
の
道
路
台
帳
の
基
準
点
、
及
び
街
区

基
準
点
の
移
動
量
な
ど
の
地
殻
変
動
の
状

況
は
ど
う
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
長　
国
土
交
通

省
国
土
地
理
院
に
よ
る
と
、
震
災
の
影
響

に
よ
り
、
埼
玉
県
の
地
盤
は
20
～
30
セ
ン

チ
水
平
に
移
動
し
て
い
る
と
公
表
し
て
い

る
。
5
月
31
日
に
震
災
後
の
電
子
基
準
点

が
公
開
さ
れ
た
が
、
国
家
三
角
点
、
水
準

点
は
改
測
作
業
中
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

町
の
基
準
点
や
街
区
基
準
点
の
詳
細
な
移

動
量
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

問　
現
在
の
町
の
道
路
台
帳
や
そ
の
測
量

資
料
は
、
す
べ
て
の
町
道
を
復
元
す
る
た

め
に
十
分
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
長　
現
在
、
町

で
は
毎
年
道
路
台
帳
の
補
正
を
行
っ
て
い

る
。

　
し
か
し
、
町
の
道
路
台
帳
や
測
量
資
料

は
、
す
べ
て
の
町
道
を
復
元
す
る
た
め
に

十
分
な
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
状
況
で

あ
る
。

問　
今
後
の
道
路
台
帳
の
基
準
点
、
境
界

点
の
見
直
し
、
街
区
基
準
点
の
管
理
、
改

測
量
な
ど
の
計
画
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
長　
今
後
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
区
域
を
区
分
す
る

な
ど
、
費
用
を
分
散
化
す
る
工
夫
を
図
り
、

計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

当
面
は
法
務
局
等
関
係
機
関
に
支
障
を
与

え
な
い
よ
う
適
切
に
対
応
す
る
。

県
内
は
20
〜
30
セ
ン
チ
移
動
し
て
い
る

大
震
災
に
よ
る
町
の
地
殻
変
動
量
は

A Q　山
﨑
　
善
弘（
新
自
民
ク
ラ
ブ
）震災の影響で移動したと思われる基準点

問
　「
松
伏
二
中
た
よ
り
」
5
月
2
日
発
行

号
は
、
保
護
者
、
地
元
住
民
か
ら
感
動
し

た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。「
3
月
末
松
伏
町

の
コ
ン
ビ
ニ
で
」
と
題
さ
れ
た
話
の
内
容

は
、
小
学
校
低
学
年
の
生
徒
が
コ
ン
ビ
ニ

で
会
計
の
と
き
、
右
手
に
お
菓
子
、
左
手

に
お
金
を
持
っ
て
い
た
が
、
お
菓
子
を
返

し
、
左
手
の
お
金
を
「
東
北
関
東
大
震
災

義
援
金
箱
」
に
寄
付
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

後
ろ
に
並
ん
で
い
た
青
年
が
「
そ
の
お
菓

子
、
俺
の
会
計
と
一
緒
に
し
て
下
さ
い
」

と
言
い
、
生
徒
を
追
い
か
け
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
そ
れ
を
見
て
感
動
し
た
町
民
が
教
育

長
宛
に
封
書
で
書
き
送
っ
た
。

　
「
知
・
徳
・
体
」
の
教
育
方
針
の
中
で
も
、

「
徳
」
の
教
育
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。
学

校
た
よ
り
の
配
布
先
は
。

答
　
教
育
総
務
課
長
　
全
校
で
地
域
の
自

治
会
、
幼
稚
園
、
学
校
医
な
ど
に
配
布
し

て
い
る
。

問　
学
校
た
よ
り
に
は
、
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
南
相
馬
市
か
ら
4
名
が
松
伏
二
中

に
入
学
し
た
と
あ
る
。
小
中
学
校
全
体
の

人
数
と
支
援
態
勢
は
。

答
　
教
育
総
務
課
長
　
松
伏
小
2
名
、
松

伏
二
小
2
名
、
松
伏
中
1
名
、
松
伏
二
中

4
名
の
計
9
名
。
体
操
着
は
製
造
先
が
寄

贈
、
学
校
で
は
被
災
地
か
ら
の
生
徒
を
受

け
入
れ
る
心
の
支
援
を
行
い
、
地
元
に
帰

れ
る
と
き
、
松
伏
町
で
過
ご
し
て
よ
か
っ

た
。
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
万
全
の
態
勢

を
取
り
た
い
。

学
区
の
自
治
会
な
ど
に
毎
月
配
布

学
校
た
よ
り
の
配
布
先
は

A Q　堀
越
　
利
雄
（
町
民
ク
ラ
ブ
）学校たより
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町
政
運
営
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

暮
ら
し
満
足
度
一
番
の
町
づ
く
り
と
は

A Q　佐
藤
　
永
子
（
新
政
ク
ラ
ブ
）松伏だいすき

問　
満
足
度
の
具
体
的
な
指
標
は
な
に
か
。

答
　
企
画
財
政
課
長　
安
全
で
快
適
な
便

利
な
心
の
満
足
の
で
き
る
町
づ
く
り
。

問　
吉
川
市
は
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で

昨
年
、
全
国
で
58
位
、
県
内
で
2
位
だ
。

松
伏
町
は
全
国
か
県
内
で
１
位
を
め
ざ
す

の
か
。
町
民
の
さ
さ
や
か
な
喜
び
が
実
現

す
る
町
づ
く
り
を
の
ぞ
む
。

答
　
町
長　
町
民
の
声
が
反
映
さ
れ
、
町

が
や
っ
て
い
る
事
が
よ
く
見
え
る
町
づ
く

り
を
進
め
、
環
境
を
整
え
て
い
る
。

問　
越
谷
市
・
吉
川
市
と
の
合
併
の
進
捗

と
5
市
1
町
の
政
令
指
定
都
市
を
目
指
す
、

合
併
の
状
況
は
ど
う
し
た
の
か
。

答
　
企
画
財
政
課
長　
Ｈ
22
年
5
月
に
5

市
1
町
の
事
務
方
で
合
併
検
討
会
議
が
合

意
さ
れ
、
地
域
の
住
民
の
同
意
が
必
要
で

あ
る
。
当
面
5
市
1
町
を
中
心
に
勧
め
て

行
く
。
時
期
は
合
意
さ
れ
て
な
い
。

問　

町
民
に
情
報
が
周
知
さ
れ
て
な
い
。

答
　
企
画
財
政
課
長　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
又
は
イ
ベ
ン
ト
等
で
知
ら
せ
る
。

問　
電
位
・
温
熱
治
療
の
無
料
体
験
者
が

多
数
い
る
。
効
能
や
効
果
が
良
く
是
非
町

で
も
調
査
し
て
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　
医
療
機
具
の
取

扱
に
注
意
も
必
要
。
今
年
の
事
業
の
充
実

を
図
る
。

　
山
崎
　
正
義（
新
自
民
ク
ラ
ブ
）整備がまたれる町道

問　
道
路
の
整
備
率
は
、
越
谷
市
82
％
、　

吉
川
市
51
％
に
比
べ
松
伏
町
は
23
％
と
低

い
が
原
因
は
な
に
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
長　
松
伏
町
は

市
街
化
調
整
区
域
を
除
い
た
農
村
部
に
町

道
が
多
い
。
近
隣
で
は
区
画
整
理
事
業
で

整
備
方
法
の
違
い
が
あ
る
。
又
、
松
伏
町

は
セ
ン
タ
ー
2
ｍ
以
上
は
無
償
で
あ
る
。

問　
道
路
条
例
制
定
を
考
え
る
べ
き
だ
。

答
　
町
長　
県
と
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
く
。
ネ
ッ
ク
な
の
は
財
源
だ
。
検
討
し

て
い
る
。
議
員
の
考
え
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
。
現
在
進
め
て
い
る
事
業
を
再
度
検

討
す
る
。

問　
平
成
22
年
度
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の

調
査
内
容
、
成
果
は
ど
う
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
長　
業
務
の
内

容
は
、
道
路
後
退
実
態
調
査
、
専
用
申
請

を
ふ
ま
え
、
パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
の
集
積

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
町
民
に
す
ば
や
い

対
応
と
職
員
の
事
務
の
効
率
化
に
つ
な
が

っ
た
。

問　
町
営
グ
ラ
ン
ド
の
ト
イ
レ
の
整
備
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
教
育
文
化
振
興
課
長　
給
水
は
近
隣

に
お
願
い
し
、
分
岐
し
て
い
る
。
排
水
に

つ
い
て
は
、
江
戸
川
河
川
事
務
所
に
側
溝

へ
接
続
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
し

た
。
江
戸
川
事
務
所
は
今
の
所
、
整
備
計

画
も
補
助
制
度
も
考
え
て
い
な
い
。

議
員
の
考
え
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る

道
路
条
例
制
定
を
考
え
る
べ
き
だ

A Q

市
町
村
合
併
の
取
組
と
現
況
は

健
康
づ
く
り
と
予
防
対
策
に
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災害時に住民本位のサービス提供ができる体制を

う
提
案
す
る
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　
町
の
中
心
部
で

あ
り
、
施
設
の
性
格
、
地
理
的
に
も
理
想
。

問　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
は
、
近
隣
で
も
導
入
す
る
有
効
な
制

度
で
あ
る
。
導
入
せ
よ
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　
研
究
す
る
。

　
佐
々
木
ひ
ろ
子
（
公
明
党
）

問　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民
基

本
台
帳
を
利
用
し
て
、
庁
内
の
全
シ
ス
テ

ム
が
ダ
ウ
ン
し
た
前
提
で
も
、
災
害
対
策

業
務
を
継
続
す
る
た
め
の
根
幹
と
な
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
早
急
に
導
入
せ
よ
。

答
　
総
務
課
長　
内
部
会
議
を
行
い
導
入

に
向
け
検
討
す
る
。

問　
災
害
時
の
情
報
伝
達
を
明
確
に
し
て

ほ
し
い
。
防
災
無
線
は
聞
き
に
く
い
。

答
　
総
務
課
長　
現
在
は
防
災
無
線
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
し
て
い
る
。
今

後
は
携
帯
メ
ー
ル
を
使
用
し
た
防
災
メ
ー

ル
を
考
え
て
い
る
。
越
谷
市
で
民
間
が
立

ち
上
げ
た
Ｆ
Ｍ
放
送
開
局
に
向
け
て
は
、

ど
の
よ
う
な
協
力
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

問　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
」は
、

介
護
予
防
事
業
の
拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ

た
。
来
た
る
超
高
齢
化
社
会
に
備
え
、
高

齢
者
施
策
が
す
べ
て
分
か
る
拠
点
と
し
て

は
ど
う
か
。
町
が
委
託
で
行
な
っ
て
い
る

松
伏
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
置
き
、
充
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ

今
年
度
中
に
は
準
備
し
た
い

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
せ
よ

A Q

問　
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
飛
散
問

題
で
、
町
内
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答
　
環
境
経
済
課
長
　
埼
玉
県
に
よ
る
定

点
測
定
の
結
果
か
ら
日
常
生
活
に
支
障
の

な
い
状
況
と
判
断
し
て
い
る
。
町
の
簡
易

測
定
も
裏
付
け
る
結
果
で
あ
っ
た
。

問　
県
は
地
上
18
ｍ
で
空
気
中
の
放
射
線

量
と
大
気
中
か
ら
落
ち
て
く
る
放
射
性
物

質
を
測
定
し
て
い
る
。
し
か
し
地
上
に
落

ち
た
放
射
性
物
質
の
影
響
は
わ
か
ら
な
い
。

子
ど
も
が
利
用
す
る
校
庭
や
公
園
等
の
複

数
の
場
所
で
町
が
測
定
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
　
環
境
経
済
課
長　
簡
易
測
定
器
（
吉

川
松
伏
消
防
組
合
の
所
有
物
）
に
よ
る
測

定
は
参
考
値
で
あ
る
こ
と
。
11
か
所
の
測

定
で
面
的
な
安
全
性
が
推
測
さ
れ
る
の
で
、

現
時
点
で
は
増
や
す
事
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
は
状
況
を
見
て
判
断
し
て
い
く
。

問　
法
改
正
で
要
支
援
の
方
に
「
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
を
市
町
村
が
指
定
す

る
し
く
み
が
作
ら
れ
、
ヘ
ル
パ
ー
等
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　
衆
議
院
厚
生
労

働
委
員
会
で
の
付
帯
決
議
で
「
要
支
援
認

定
者
が
従
来
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
と
同

総
合
事
業
を
選
択
・
利
用
す
る
意
思
を
最

大
限
尊
重
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
問
題
は
な

い
。

11
ヶ
所
の
定
点
測
定
で
十
分
と
考
え
る

公
園
等
に
つ
い
て
も
放
射
線
量
測
定
を

A Q　吉
田
　
俊
一
（
日
本
共
産
党
）

次
期
介
護
保
険
計
画
策
定
に
つ
い
て

高
齢
者
の
拠
点
を
か
が
や
き
に

松伏町内での放射線量の測定結果　6月7日
（単位はマイクロシーベルト毎時、1時間当たりの放射線量）

赤岩農村センター（砂利敷） 0.18 第一保育所（土の上） 0.07

松伏第二中学校（土の上） 0.16 松伏中学校（土の上） 0.15

松伏記念公園（土の上） 0.13 大川戸農村センター（砂利敷） 0.12

松伏小学校（土の上） 0.14 金杉小学校（土の上） 0.12

児童館（土の上） 0.21 老人福祉センター（土の上） 0.26

松伏第二小学校（土の上） 0.13

・測定方法、地上50センチメートル
・測定器の名称、携帯用簡易型放射線測定器（ミリオンテクノロジー社製　RDS-30）
・検出放射線、ガンマ線
　※測定値は、測定場所の周辺環境や気象状況などによって変動することがあります。
　※携帯用簡易放射測定器では、低い放射線量の測定に誤差が生じる場合があります。
　※初回の測定時に決定した測定点において毎回測定します。


